
［成果情報名］そ上系サクラマス雄のＧＨψ保有状況 

［要 約］そ上系サクラマス雄のＧＨψ保有状況を調べたところ、ＧＨψを持たない個体がいる

ことが確認されたが、ＧＨψの有無と魚体の大きさには、関連性が認められなかった。 
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［背景・ねらい］ 

  雄のサクラマスはＧＨψと呼ばれる遺伝子を持っているが、関東系ヤマメはＧＨψを持っていな

い、といわれている。近年、漁協等が釣獲対象魚種として関東系ヤマメを河川に放流していること

から、在来のサクラマスと関東系ヤマメとの交配によるスモルト率の低下や魚体の小型化が懸念さ

れている。そこで、河川にそ上したサクラマスのＧＨψ保有状況を確認し、関東系ヤマメとの交配

の可能性と魚体の小型化について調査した。 

 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．本県（丹生川、赤川）にそ上したサクラマス 2 尾、北海道（尻別川）にそ上したサクラマス 20

尾、秋田県（阿仁川、常盤川、鮎川）にそ上したサクラマス 28 尾、場内で飼育していた関東系ヤ

マメ 20尾を検体とした。 

２．脂鰭または腹鰭の一部からＰＣＲ法によりＤＮＡの抽出を行い、ＧＨψの検出を試みた。 

３．北海道のサクラマスは全個体がＧＨψを保有していたが、本県、秋田県のサクラマスは、ＧＨψ

を確認できない個体がいた（表１）。 

４．関東系ヤマメには、ＧＨψを確認できなかった（表１）。 

５．ＧＨψの有無と魚体の大きさが関係しているのかどうかを確認したところ、ＧＨψの有無と尾叉

長との間に、関連性は認められなかった（図１）。 

６．また、ＧＨψの有無と体重についても、関連性は認められなかった（図１）。 

７．ＧＨψは関東系ヤマメからは全く検出されず、北海道のそ上系サクラマスからは 100％検出され

たので、そ上系のマーカーとして適当であると考えられた。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．詳細に検討するためには、検体数を増やす必要がある。 

２．県内の河川残留ヤマメについて検討する必要がある。特に、放流履歴のない河川のサクラマス、

河川残留ヤマメについて検討する必要がある。 

 

 

 



［具体的なデータ］ 
 
 
表１ ＧＨψ保有状況 

 検体数 ＧＨψ有 保有率（％） 
山形県 2 1 50.0 
秋田県 28 11 39.3 
北海道 20 20 100 

関東系ヤマメ 20 0 0 
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図１ GHψの有無と F.L.・B.W.の関係 


